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『
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」
を
読
む
』
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本
書
は
、
二
〇
一
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
『
御
堂
関

白
記
』
を
、
自
筆
本
や
古
写
本
に
焦
点
を
当
て
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

 
著
者
の
倉
本
一
宏
氏
は
、
記
憶
遺
産
へ
の
推
薦
に
携
わ
っ
た
一
人
で
、
本

書
に
先
立
ち
新
書
二
冊
（『
藤
原
道
長
の
日
常
生
活
』〈
講
談
社
〉、『
藤
原
道
長
の
権
力

と
欲
望
』〈
文
藝
春
秋
〉、
い
ず
れ
も
二
〇
一
三
年
）
を
出
版
し
藤
原
道
長
の
人
物
像

を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。「

は
じ
め
に
」
で
は
、
記
憶
遺
産
へ
の
推
薦
書

に
ま
と
め
ら
れ
た
『
御
堂
関
白
記
』
の
特
徴
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
古
代
日

本
の
史
料
の
価
値
を
国
際
機
関
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
珍
し
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
端
を
覗
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
第
一
章
～
第
三
章
で
は
、
年
次
順
に
二
十
一
の
ト
ピ
ッ
ク
を
立
て
て
『
御

堂
関
白
記
』
の
記
述
を
取
り
上
げ
、
同
時
代
の
古
記
録
も
用
い
て
そ
の
内
容

を
解
説
す
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
自
筆
本
や
古
写
本
の
写

真
版
を
載
せ
、
そ
れ
を
観
察
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
情
報
が
全
体
に
織
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
自
筆
本
で
の
抹
消
や
修
正
、
書
き
誤
り
、
裏
書

の
使
い
方
、
墨
継
ぎ
の
位
置
な
ど
に
着
目
し
て
道
長
が
そ
れ
を
書
い
た
時
の

状
況
や
心
境
が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
写
真
版
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
る
。
書
名
の
と
お
り
『
御
堂
関
白
記
』
に
基
づ
い
て
叙
述
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
写
真
版
を
活
用
す
る
こ
と
で
史
料
に
雄
弁
に
語
ら
せ
、
自
筆

本
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
価
値
を
強
く
教
え
て
く
れ
る
。
 

 
加
え
て
「
番
外
」
と
し
て
、
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
で
あ
る
近
衛
信
尹
に

よ
っ
て
自
筆
本
の
寛
弘
五
年
秋
冬
巻
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
『
後
深
心
院
関
白

記
』
の
抜
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
抜
書
の
存
在
に
つ
い
て
は
す
で
に
土

田
直
鎮
「
御
堂
関
白
記
解
題
」
（『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

二
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
が
触
れ
て
い
る
が
、
信
尹
の
嗣
子
信
尋
が
書
い
た
と

い
う
褾
紙
外
題
と
か
ら
め
て
詳
述
す
る
。
日
記
の
裏
に
別
の
日
記
を
写
す
と

い
う
行
為
に
は
何
の
目
的
が
あ
っ
た
の
か
、
よ
り
詳
し
い
事
情
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 
終
章
で
は
「
日
記
」
と
い
う
資
料
群
に
ま
で
視
野
を
広
げ
た
上
で
『
御
堂

関
白
記
』
の
特
徴
を
分
析
す
る
。
指
摘
さ
れ
た
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特

に
注
目
さ
れ
る
の
が
、裏

書
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
で
あ
る
。一

般
的
に
、

裏
書
は
表
に
書
き
き
れ
な
い
も
の
を
裏
に
続
け
て
書
い
た
も
の
と
理
解
さ
れ

る
が
、『

御
堂
関
白
記
』
に
お
い
て
は
表
で
記
述
を
終
え
た
上
で
改
め
て
裏
の

記
述
を
始
め
た
例
が
多
く
、
道
長
が
裏
書
と
す
べ
き
内
容
を
選
ん
で
い
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
そ
の
内
容
と
は
自
身
が
主
催
し
た
儀
式
や
法
会
へ
の
人
々

の
出
欠
や
自
身
が
下
賜
し
た
物
の
明
細
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
便
利

な
活
字
本
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
頼
る
こ
と
に
著
者
は
苦
言
を
呈
す
る
が
、
写

真
版
か
ら
多
く
の
重
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
書
か
れ
た
本
書
に
お
い
て
、

そ
の
言
葉
は
大
き
な
説
得
力
を
持
つ
。
 

 
本
書
の
内
容
は
専
門
的
な
部
分
が
多
い
が
、
文
章
中
に
用
語
の
説
明
が
加

え
ら
れ
て
い
る
ほ
か
『
御
堂
関
白
記
』
本
文
に
は
現
代
語
訳
が
付
さ
れ
て
お

り
理
解
が
助
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
史
料
と
し
て
の
『
御
堂
関
白
記
』
を
解
説
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す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
藤
原
道
長
の
伝
記
と
し
て
も
読
め
る
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
道
長
と
い
う
人
物
の
面
白
さ
に
引
き
込
ま
れ
る
。
初
心
者
に
も
読

み
や
す
い
本
で
あ
り
な
が
ら
、
単
な
る
概
説
で
は
な
く
新
知
見
も
盛
り
込
ま

れ
、「

日
記
」
の
機
能
、
史
料
の
活
用
と
い
っ
た
課
題
に
も
言
及
し
て
お
り
、

研
究
者
に
と
っ
て
も
得
る
も
の
の
多
い
一
冊
で
あ
る
。
 
（
林
 
友
里
江
）
 

          

              


